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要 旨  

目 的 ： ４ 種 類 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 比 較 し 、 従 来 よ り も 形 状

を つ け や す く 工 夫 さ れ た 新 し い マ イ ク ロ カ テ ー テ ル （ H e a d w a y  

1 7 と E x c e l s i o r  X T  1 7） の 特 性 を 評 価 し た 。  

方 法 ： カ テ ー テ ル 先 端 を 約 4 m m の 円 周 状 に 1 周 、 2 周 , 3 周 と 整

形 し た 後 に 、 3 7℃ 生 理 食 塩 水 に 留 置 し 、シ ェ イ ピ ン グ 直 後 と 1 0

分 後 の 形 状 変 化 を 比 較 し た 。  

結 果 ： シ ェ イ ピ ン グ 直 後 は カ テ ー テ ル 間 の 形 状 差 は な く 、 １ ０

分 後 で は H e a d w a y 1 7 と X T  1 7 の 形 状 が よ く 保 持 さ れ て い た 。  

結 論：H e a d w a y  1 7 と E x c e l s i o r  X T  1 7 は E x c e l s i o r  S L  1 0 と E c h e l o n  

1 0 よ り も 高 い 形 状 保 持 力 を 持 ち 、整 形 性 が 維 持 さ れ る こ と が 示

さ れ た 。  
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諸 言  

脳 動 脈 瘤 に 対 す る コ イ ル 塞 栓 術 に お い て 、 バ ル ー ン や ス テ ン ト

な ど の デ バ イ ス を 駆 使 す る こ と で 、 様 々 な 形 状 ・ 大 き さ の 動 脈

瘤 に も 対 応 で き る よ う に な っ て き て い る が 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ

ル を 瘤 内 の 適 切 な 位 置 に 安 定 し て 留 置 す る こ と は 、 脳 動 脈 瘤 塞

栓 術 の 基 本 で あ り 、 治 療 結 果 を 左 右 す る 重 要 な 要 素 で あ る 。 現

在 、 あ ら か じ め 形 状 の つ い た マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 発 売 さ れ て

い る が 、 こ う し た カ テ ー テ ル が す べ て の 動 脈 瘤 に 応 用 で き る わ

け で は な い 。 時 に は ら せ ん 形 状 に シ ェ イ ピ ン グ し た マ イ ク ロ カ

テ ー テ ル が 有 効 な 症 例 も あ り 、 症 例 に 合 わ せ て 適 切 な カ テ ー テ

ル 形 状 を 作 る こ と が 求 め ら れ る 。 そ の た め に は 既 存 の マ イ ク ロ

カ テ ー テ ル の 特 性 を 理 解 す る こ と が 必 要 で あ る 。 過 去 に は シ ェ

イ ピ ン グ の 容 易 な n o n - b r a i d e d  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 使

用 さ れ て い た が 、現 在 で は p u s h a b i l i t y や 安 定 性 に 優 れ た b r a i d e d  

t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 使 用 さ れ て い る 。 さ ら に b r a i d e d  

t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に お い て も 、 よ り 容 易 に シ ェ イ ピ ン

グ が 可 能 で か つ 安 定 性 に 優 れ た 新 し い マ イ ク ロ カ テ ー テ ル が 登

場 し て き て い る 。 そ こ で 現 在 国 内 で 販 売 さ れ て い る マ イ ク ロ カ

テ ー テ ル の う ち 、 ４ 種 類 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 比 較 し 、 カ テ

ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ に お け る 特 性 の 検 討 を 行 っ た の で 、 考 察 を

加 え て 報 告 す る 。  
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対 象 ・ 方 法  

各 種 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 比 較  

従 来 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル と し て 、 E x c e l s i o r  S L  1 0 ( S t r y k e r ,  

K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A ) ,  E c h e l o n  1 0  ( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  

U S A ) を 用 い 、 新 し い マ イ ク ロ カ テ ー テ ル と し て 、  H e a d w a y  1 7  

( M i c r o Ve n t i o n  T E R U M O ,  T u s t i n ,  C A ,  U S A ) ,  E x c e l s i o r  X T  

1 7 ( S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A ) を 用 い て 、 こ れ ら の 4 種 類 の マ

イ ク ロ カ テ ー テ ル を 比 較 し た 。  

シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル を 通 し た マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 直 径

4 m m の 円 柱 に 巻 き 付 け て 、 1 周 、 2 周 、 3 周 と ら せ ん 形 状 を つ け

た の ち に 、 3 0 秒 間 の ス チ ー ム シ ェ イ プ を 行 っ た ( F i g .  1 A , B , C ) 。

カ テ ー テ ル 先 端 を 3 7℃ に 設 定 し た 生 理 食 塩 水 内 に 1 0 分 間 留 置

し 、マ イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 先 端 2 c m が で る ま で マ イ ク ロ カ

テ ー テ ル 内 で 出 し 入 れ を 1 0 回 行 い 、形 状 の 変 化 を 観 察 し た 。マ

イ ク ロ カ テ ー テ ル は 、 1 周 、 ２ 周 、 ３ 周 の 各 形 状 に 対 し て 、 そ

れ ぞ れ 新 し い 製 品 を 使 用 し て ス チ ー ム シ ェ イ プ を 行 っ た 。 シ ェ

イ ピ ン グ 直 後 の カ テ ー テ ル 形 状 と 1 0 分 間 経 過 後 の カ テ ー テ ル

形 状 に つ い て 、 回 転 直 径 （ 円 周 状 に シ ェ イ ピ ン グ さ れ た カ テ ー

テ ル の 直 径 ） と 回 転 角 度 （ 円 周 の 開 始 点 か ら カ テ ー テ ル 先 端 ま

で の 回 転 角 度 ） の 変 化 を 計 測 し て 比 較 し た ( F i g  1 D , E ) 。  
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結 果  

 １ 周 、 ２ 周 、 ３ 周 の 各 形 状 に つ い て 、 ス チ ー ム シ ェ イ プ 直 後

と 3 7 ℃ 生 理 食 塩 水 に 1 0 分 間 留 置 後 の 各 カ テ ー テ ル の 形 状 を

F i g u r e  2 に 示 す 。  

1 .  シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル を 1 周 さ せ た 場 合 ( F i g .  2 A )  

シ ェ イ ピ ン グ 直 後 の 形 状 は 、 い ず れ の カ テ ー テ ル も 約 半 周 程 度

（ ４ 種 類 の カ テ ー テ ル の 平 均 回 転 角 度：2 0 4 度 ）の 形 状 と な り 、

カ テ ー テ ル の 直 径 は 平 均 で 8 . 7 m m と 、シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル

の 倍 程 度 の 長 さ と な り 、 各 カ テ ー テ ル 間 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ

な か っ た 。 ま た 3 7℃生 理 食 塩 水 に 留 置 後 の 形 状 を 比 較 し て も 、

各 カ テ ー テ ル 間 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

2 .  シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル を ２ 周 さ せ た 場 合 ( F i g .  2 B )  

シ ェ イ ピ ン グ 直 後 の 形 状 に は ４ 種 類 の カ テ ー テ ル と も 顕 著 な 差

は な く 、 平 均 で 1 . 2 周 （ 平 均 回 転 角 度 ： 4 7 2 度 ） ほ ど の 形 状 が

残 り 、円 周 の 直 径 は 平 均 7 . 7 m m で あ り シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル

の 倍 程 度 と な っ て い た 。 し か し 3 7 ℃ 生 理 食 塩 水 に 1 0 分 間 留 置

後 に は 各 種 カ テ ー テ ル に 違 い が 現 れ 、X T  1 7 と H e a d w a y  1 7 に 比

べ 、 S L  1 0 と E c h e l o n  1 0 で は 形 状 変 化 が 大 き か っ た 。 X T  1 7 と

H e a d w a y  1 7 に は 顕 著 な 差 は 認 め な か っ た 。  

 

3 .  シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル を ３ 周 さ せ た 場 合 ( F i g .  2 C )  

マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を ３ 周 さ せ た 場 合 に は 、 ４ 種 類 の カ テ ー テ

ル と も シ ェ イ ピ ン グ 直 後 に 平 均 1 . 8 周（ 平 均 回 転 角 度： 6 7 1 度 ）
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ほ ど の 形 状 が 残 っ て い た 。円 周 の 直 径 は 平 均 7 . 9 m m で あ り 、１

周 、 ２ 周 の 場 合 と 同 様 に シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル の 倍 程 度 で あ

り 、 各 カ テ ー テ ル 間 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 し か し

3 7℃ 生 理 食 塩 水 に １ ０ 分 間 留 置 す る と 、 ２ 周 さ せ た 場 合 よ り も

大 き な 差 が 認 め ら れ 、 平 均 回 転 角 度 は 小 さ く （ 回 転 形 状 が ほ ど

け る ）、 円 の 直 径 も 延 長 す る （ 円 が 大 き く な る ） 傾 向 と な っ た 。 

し か し な が ら X T  1 7 と H e a d w a y  1 7 に お け る 形 状 変 化 は 同 等 で

あ り 、 E c h e l o n  1 0 と S L  1 0 に 比 べ て 形 状 が 保 た れ て い た 。  

 F i g u r e  2 で 示 し た 各 カ テ ー テ ル の 回 転 角 度 と 回 転 直 径 の 測 定

結 果 を F i g u r e  3 , 4 に 示 す 。 ス チ ー ム シ ェ イ プ 直 後 の カ テ ー テ ル

形 状 に 関 し て は 、 各 カ テ ー テ ル 間 に 顕 著 な 差 は な い が 、 3 7℃ 生

理 食 塩 水 に １ ０ 分 間 留 置 す る こ と 、 お よ び 強 い 形 状 を つ け る こ

と に よ り 違 い が 明 確 と な り 、 ４ 種 類 の カ テ ー テ ル の 比 較 で は 、

H e a d w a y 1 7 と X T  1 7 が 同 程 度 の 高 い 形 状 保 持 力 を 示 し た 。  

 

 

考 察  

 多 種 多 様 の 脳 動 脈 瘤 塞 栓 用 の コ イ ル が 開 発 さ れ 、 以 前 で は 治

療 に 難 渋 し た 不 整 形 や ワ イ ド ネ ッ ク の 脳 動 脈 瘤 に 対 し て も 治 療

が 可 能 と な っ て き て い る が 、 依 然 と し て 安 定 し た マ イ ク ロ カ テ

ー テ ル の 留 置 が 重 要 で あ る こ と に は か わ り は な い 。  

 今 回 検 討 し た ４ 種 類 の カ テ ー テ ル は 、 い ず れ も 先 端 外 径 は

1 . 7 F r で あ り 、 内 腔 の 素 材 に は p o l y t e t r a f l u o r o e t h y l e n e  ( P T F E ) が

用 い ら れ て い る 。 内 径 は S L  1 0 の み 0 . 0 1 6 5  i n c h で あ り 、そ の 他
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の ３ 種 類 は 0 . 0 1 7  i n c h と や や 広 い ( Ta b l e  1 ) 。 口 径 が 同 じ に も 関

わ ら ず 各 社 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル に 違 い が 生 じ る 要 因 の 一 つ と

し て マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 補 強 構 造 が 挙 げ ら れ る 。  

 一 般 的 に b r a i d e d  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル は n o n - b r a i d e d  

t y p e の も の と 比 較 し 、 形 状 が つ き に く く 、 形 状 が 保 持 さ れ に く

い と い う 欠 点 が あ る が 、 末 梢 へ の 誘 導 性 に 優 れ 、 シ ェ イ ピ ン グ

後 の カ テ ー テ ル の 短 縮 や 内 腔 の 変 形 が 少 な い と い う 利 点 が あ る

た め 、現 在 は 主 流 と な っ て い る 1 , 2 ）。A b e ら は 操 作 後 の マ イ ク ロ

カ テ ー テ ル の 形 状 変 化 に つ い て 、 F a s T r a c k e r 1 0 ( S t r y k e r ,  

K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A ) 、 E x c e l  1 4 ( S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A ) 、

E x c e l s i o r  S L - 1 0 、 P r o w l e r  1 4 ( C o d m a n  &  S h u r t l e f f ,  J o h n s o n  &  

J o h n s o n ,  R a y n h a m ,  M A ,  U S A )を 比 較 検 討 し 、 b r a i d e d  c a t h e t e r の

中 で は S L - 1 0 が 最 も 形 状 変 化 が 少 な か っ た と 報 告 し て い る 3 ）。  

 今 回 検 討 し た ４ 種 類 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル は 、 い ず れ も

b r a i d e d  t y p e で あ る が 、そ れ ぞ れ 材 質 や 構 造 の 異 な る 組 み 合 わ せ

で 製 造 さ れ て い る 。 さ ら に 構 造 や 材 質 以 外 に も E c h e l o n  1 0 で は

カ テ ー テ ル の 位 置 に よ り 網 目 構 造 の 密 度 を 変 化 さ せ 、 H e a d w a y  

1 7 で は カ テ ー テ ル 先 端 部 の P T F E を 薄 く す る こ と で 、 先 端 形 状

が つ き や す く な る よ う に 工 夫 が さ れ て い る 。 こ の よ う に 同 じ

b r a i d e d  t y p e の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル で あ っ て も 性 質 が 異 な る が 、

今 回 の 結 果 か ら は い ず れ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル も ス チ ー ム シ ェ

イ プ に よ り 概 ね シ ェ イ ピ ン グ マ ン ド リ ル の 形 状 の 半 周 程 度 、 直

径 が 倍 程 度 の 形 状 を つ け る こ と が で き 、 特 に ３ 回 転 で は 形 状 が

よ り 強 く 保 持 さ れ る 傾 向 を 示 し た 。 シ ェ イ ピ ン グ や 形 状 保 持 性
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に 関 し て は 、 X T  1 7 と H e a d w a y  1 7 は E c h e l o n  1 0 お よ び S L  1 0 と

同 等 の 整 形 性 を 持 ち 、 S L  1 0 よ り も 高 い 形 状 保 持 性 を 持 つ こ と

が 示 さ れ た 。 ま た 強 い 回 転 形 状 に 整 形 し て も マ イ ク ロ ガ イ ド ワ

イ ヤ ー の 通 過 性 は 低 下 し な い こ と が わ か っ た 。  

 実 際 の 治 療 に お い て 、 カ テ ー テ ル は 動 脈 瘤 近 傍 ま で 到 達 す る

も の の 、 瘤 内 へ の 留 置 が 困 難 と い う 状 況 に 遭 遇 す る こ と が あ る

が 、 そ の よ う な 状 況 で は カ テ ー テ ル シ ェ イ ピ ン グ が 特 に 重 要 で

あ る 4 , 5 ) 。 我 々 は 特 に 内 側 下 方 向 き の 傍 前 床 突 起 部 動 脈 瘤 の よ

う な 血 管 の 湾 曲 部 か ら 動 脈 瘤 ま で の 距 離 が 短 く 、 従 来 の J 型 や

C 型 の カ テ ー テ ル 形 状 で は 動 脈 瘤 内 に 安 定 し て 留 置 で き な い よ

う な 場 合 に 、 H e a d w a y 1 7 や X T  1 7 の よ う な 形 状 保 持 力 の 高 い カ

テ ー テ ル を 選 択 し 、 カ テ ー テ ル に ら せ ん 状 の 強 い 回 転 形 状 を つ

け て 使 用 し て い る 。 今 回 の 結 果 で 示 さ れ た よ う に 、 b r a i d e d  t y p e

の カ テ ー テ ル で は 、 目 的 と す る 回 転 直 径 の 半 分 の 大 き さ で 、 か

つ 回 転 角 度 の 倍 程 度 の 角 度 を 目 安 に シ ェ イ ピ ン グ す る こ と で

（ 8 m m 径 1 回 転 の 形 状 を つ け た い 場 合 は 、 直 径 4 m m で 1 . 5〜 2

回 転 さ せ た 状 態 で ス チ ー ム シ ェ イ プ を 行 う ）、目 的 と す る 形 状 に

シ ェ イ ピ ン グ す る こ と が 可 能 で あ る 。  

 現 在 ま で 様 々 な カ テ ー テ ル の 形 状 が 報 告 さ れ て い る が 、

b r a i d e d  t y p e の 場 合 は カ テ ー テ ル 先 端 を 強 く 屈 曲 さ せ て 整 形 す

る と 、 時 間 経 過 と と も に カ テ ー テ ル 先 端 の 形 状 が 戻 っ て し ま う

た め 、 い っ た ん 瘤 外 へ 逸 脱 し て し ま う と 再 留 置 が 困 難 と な る こ

と が あ る 。 ま た カ テ ー テ ル が 不 安 定 な 状 態 に 対 し て バ ル ー ン ア

シ ス ト を 併 用 し カ テ ー テ ル を 固 定 す る 方 法 は 確 立 し た 有 用 な 手
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技 で あ る が 、 バ ル ー ン の 長 時 間 の 拡 張 は 虚 血 性 合 併 症 の 危 険 性

を 高 め る と 言 わ れ て い る 6 ) 。 形 状 保 持 力 の 高 い カ テ ー テ ル を 使

用 す る こ と で 、 カ テ ー テ ル の み で 瘤 内 に 安 定 し て 留 置 可 能 で あ

れ ば 、 バ ル ー ン ア シ ス ト も 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。  

  し か し な が ら H e a d w a y  1 7 や X T  1 7 と い っ た 形 状 保 持 力 の

高 い マ イ ク ロ カ テ ー テ ル は 柔 軟 性 に 劣 る と い う 問 題 も あ る た め 、

動 脈 瘤 に よ っ て は S L  1 0 の よ う な 形 状 保 持 能 力 に は 劣 る が 、 柔

軟 性 を も つ カ テ ー テ ル が 有 効 な 場 合 も あ る と 考 え て い る 。  

 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 性 能 を 評 価 す る 際 に は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ

ー へ の 追 従 性 や 、 安 定 性 、 柔 軟 性 、 抗 キ ン ク 性 、 視 認 性 な ど 多

く の 要 素 を 考 慮 す る 必 要 が あ り 、 そ れ ぞ れ の バ ラ ン ス に よ っ て

カ テ ー テ ル の 特 性 が あ ら わ れ る 。 本 研 究 で は 特 に マ イ ク ロ カ テ

ー テ ル の 整 形 性 に 焦 点 を お い て 評 価 を 行 っ た が 、 本 研 究 の 問 題

点 と し て 、 今 回 示 さ れ た 各 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 整 形 性 は 単 回

の 実 験 で 示 さ れ た 結 果 で あ り 、 複 数 回 の 実 験 に よ る 統 計 学 的 な

解 析 を 行 っ て い な い こ と が 挙 げ ら れ る 。 そ の 点 に 関 し て は 今 後

の 検 証 が 必 要 で あ る 。 ま た 今 回 の 実 験 で は １ ０ 分 間 の 短 い 観 察

時 間 で も 各 カ テ ー テ ル の 形 状 保 持 力 に 差 が 認 め ら れ 、 特 に カ テ

ー テ ル 先 端 を ３ 周 さ せ て 整 形 し た 場 合 に 、 各 カ テ ー テ ル の 形 状

変 化 の 差 が 大 き く な っ た 。 そ の た め 実 際 の 治 療 に お い て は 時 間

経 過 だ け で な く 、 初 期 の シ ェ イ ピ ン グ 形 状 に よ っ て も 、 形 状 変

化 の 差 が さ ら に 大 き く な る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ た 。  

 各 種 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 特 性 を 理 解 す る こ と で 動 脈 瘤 治

療 が よ り 安 全 に 効 果 的 に 行 え る よ う に な る と 考 え ら れ た 。  
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結 語  

４ 種 類 の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の シ ェ イ ピ ン グ 性 能 を 比 較 検 討 し 、

H e a d w a y  1 7 と E x c e l s i o r  X T  1 7 は E x c e l s i o r  S L  1 0 と E c h e l o n  1 0

よ り も 高 い 形 状 保 持 力 を 持 ち 、 整 形 性 は 維 持 さ れ て い る こ と が

示 さ れ た 。 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 形 状 の つ け や す さ 、 形 状 保 持

性 は 、 各 カ テ ー テ ル で 異 な る た め 、 そ の 特 性 を 理 解 し 利 用 す る

こ と で 、 よ り 安 全 で 効 果 的 な 治 療 が 期 待 さ れ る 。  

 

 

 

利 益 相 反 開 示  
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図 表 の 説 明  

F i g u r e  1  

S h a p e  o f  t h e  m i c r o c a t h e t e r  t i p  b e f o r e  s t e a m  s h a p i n g .  

A :  R o u n d  s h a p i n g  o f  t h e  m i c r o c a t h e t e r  4  m m  i n  d i a m e t e r  

B :  M i c r o c a t h e t e r  t i p  s h a p e d  i n t o  t w o  r o u n d s  

C :  M i c r o c a t h e t e r  t i p  s h a p e d  i n t o  t h r e e  r o u n d s  

D :  R o t a t i o n  d i a m e t e r  o f  t h e  c a t h e t e r  t i p  ( d o u b l e - h e a d e d  a r r o w )  

E :  R o t a t i o n  a n g l e  o f  t h e  c a t h e t e r  t i p  ( a r r o w )   

 

F i g u r e  2   

C h a n g e  i n  t h e  m i c r o c a t h e t e r  t i p s  s h a p e d  i n t o  a  r o u n d  ( A ) ,  t w o  

r o u n d s  ( B ) ,  t h r e e  r o u n d s  s h a p e  ( C ) .  

U p p e r  f i g u r e s :  I m m e d i a t e l y  a f t e r  s t e a m i n g  

L o w e r  f i g u r e s :  S t e a m e d  m i c r o c a t h e t e r s  a r e  s o a k e d  i n  t e m p e r a t u r e  

c o n t r o l l e d  b a t h  m a i n t a i n e d  a t  3 7℃ f o r  1 0  m i n u t u e s .  

 

F i g u r e  3   

C o m p a r i s o n  o f  t h e  r o t a t i o n  d i a m e t e r  o f  t h e  r o u n d  s h a p e d  

m i c r o c a t h e t e r s  b e t w e e n  i m m e d i a t e l y  a f t e r  a n d  1 0  m i n u t e s  a f t e r  

s t e a m  s h a p i n g .  S o l i d  l i n e  i n d i c a t e s  i n i t i a l  r o t a t i o n  d i a m e t e r  b e f o r e  

s t e a m  s h a p i n g .   

 

F i g u r e  4  

C o m p a r i s o n  o f  t h e  r o t a t i o n  a n g l e s  o f  t h e  r o u n d  s h a p e d  
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m i c r o c a t h e t e r  t i p s  b e t w e e n  i m m e d i a t e l y  a f t e r  a n d  1 0  m i n u t e s  a f t e r  

s t e a m  s h a p i n g .  A l l  m i c r o c a t h e t e r s  s h o w  a p p r o x i m a t e l y  t h e  s a m e  

s h a p a b i l i t y .  I n  t h r e e  r o u n d s  s h a p e d  m i c r o c a t h e t e r ,  H e a d w a y  a n d  

X T- 1 7  s h o w  h i g h e r  d u r a b i l i t y  t h a n  E c h e l o n  a n d  S L - 1 0 .   

 

 

T a b l e  1  

C h a r a c t e r i s t i c s  o f  t h e  m i c r o c a t h e t e r s  
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Table 1 

Catheter Excelsior SL 10 Echelon 10 Headway 17 Excelsior XT 17 

Distal OD (French) 1.7 1.7 1.7 1.7 

Distal ID (inch) 0.0165 0.017 0.017 0.017 

Material of inner shuft PTFE Liner  PTFE Liner  PTFE Liner  PTFE Liner 

Reinforcement 
Stainless steel  

Coil structure 
（distal shaft) 

Nitinol  
Braid structure 

Stainless steel  
Coil structure 

Stainless steel  
Braid structure 
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